
防コミの歩き方たずね歩き消防団
●先駆的な活動
平成25年４月に「神戸市における災害時
の要援護者への支援に関する条例」が施行
されましたが、これに先立ち須磨区の竜が
台防災福祉コミュニティでは、平成２１年か
ら毎年１０月に先駆的な活動として地域のふ
れあいのまちづくり協議会、竜が台小学校
や民生児童委員協議会、自治会等各種団
体と協力し、要援護者の避難支援訓練を
実施しています。
今年で６回目でしたが、まず平成２０年に
高齢者世帯を対象に災害時に関するさまざ
まなアンケート調査や地域の役員を対象と
した災害支援活動ワークショップをおこな
いました。
その結果、住民同士の支え合いの力に

よって要援護者が安全に避難できる地域づ
くりを進めることとし、訓練はこうした取り
組みの一環です。
●訓練の内容
避難訓練の内容は、要援護者の自宅か

ら一旦自治会が設置する一時避難場所を
経由して竜が台小学校へ避難し、避難ルー
トとルート上の安全対策を確認します。避
難所の小学校では避難者の受け入れ訓練
をおこないます。
その後は年によって違いはありますが、
•車椅子の取り扱い、三角巾の取り扱い訓練
•防災についての講演
•いつでもじゃぐち、小学校の備蓄品の紹介
等、さまざまな防災学習をおこなってい

ます。

本年は、新たに個人用の避難マニュアル
を事前に作成し住民に配布しました。
●その他の取り組み
竜が台では、地域住民に要援護者登録

を呼びかけて情報を収集するとともに、支
援者の募集もあわせておこなっています。
つまり、要援護者と支援者のマッチングを
おこない、これらをもとに名簿を作成し「さ
さえあいチーム」「地域別民生児童委員」で
大切に保管しています。
さらにこのたび、災害時に防災福祉コ

ミュニティが地域各種団体と一体となって
組織的な活動ができるよう、初動対応マ
ニュアル「地域おたすけガイド」を現在作成
中で、要援護者の支援についてもマニュア
ル内に盛り込まれています。
●今後の課題
竜が台地域では年々高齢者が増え、今

後も要援護登録者が増えることが考えら
れ、これに伴い支援者の負担も重くなるこ
とが予想されます。また各自治会では役員
がほぼ毎年交代しており、役員の避難支援
の認識や住民の意識向上を図るため今後
も繰り返し、見直しながら継続して取り組
んでいくことが必要です。

（須磨消防署　甲斐康之）

西消防団玉津支団が担当している玉津
地区は、神戸市の西部に位置し、南西側に
は明石市の中心部があり、神戸市西区の
中では最も早く都市化の波を受け住宅や商
業施設が多く立ち並ぶ地域となっています。
玉津支団は北井西消防団長のもと、８分団、

１４班、２４２人で活動をおこなっています。
今回は、玉津支団が毎年恒例でおこなっ

ています「玉津支団ポンプ操法競技会」を
紹介させていただきます。
この競技会は昭和４６年に第１回が開催さ
れ、阪神・淡路大震災がおこった平成７年
を除き、今年で４２回を迎える伝統ある競
技会となっています。
競技会の内容は、各班から選抜された６
人（指揮者、ホース担当３人、機械担当、
吸管担当）１チームが、３本のホースを延長
し標的を倒すまでのタイムを競います。
基本の内容は、神戸市の全消防団が参
加する神戸市消防団小型動力ポンプ操法
競技会に準じていますが、スタート位置か
らポンプ位置までの距離が３８ｍあり、そ
の間を走ってから操作をおこなうところが

大きな違いです。
また、ホース担当者はスタート位置に置か
れているホースを、かなりの距離を担いで走
ることとなりますので体力が必要となります。
競技会当日は、地域の自治会、消防団

OB、選手の家族等大勢の人が観覧され、
選手は日頃の訓練の成果を披露します。
余談ですが地域の消防団関係者が集まる

場では、「昔は、スタート位置から今より重
たいポンプを担いで走っていた」「重く太い
ホースを２本肩に担いで走った」など、OB
の方からの武勇伝的な話や、ホースの巻き
方等の工夫など操法の話で盛り上がる時が
よくあります。
今年の競技会で優勝した出合班、準優勝

の新方班、３位の吉田班の３班が、１１月に
おこなわれます西消防団ポンプ操法競技会
に出場し、他の６支団と競技することになっ
ています。
支団一丸となり優勝を目指しますので、

応援よろしくお願いします。
（神戸市西消防団玉津支団　支団本部付
〈第８分団　吉田班〉　部長　鳥井秀記）
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